






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































８２７１６９ノ ７４３ ２ノノ ノ
「新劇壇の将来」仲木貞一
「四十男」伊藤銀月
「銀の芽」帯屋久太郎
「偉の上」阿部たつを
「文芸と政治」岩淵甚四郎３日完
「新年の俳句」内藤鳴雪
「何故に俳句を詠まねばならぬのか」露月山人
「
今
の
俳
壇
」
菅
原
蕉
石
５
日
完
「梁歩君の新著『土の精』を読みて」黒潮生８日完
「或女への手紙」ようぷん８日完
「
日
本
文
壇
の
現
状
及
び
将
来
」
石
黒
秀
治
皿
日
４
回
完
「人屑」小嶋かはたれ
「
過
去
の
魁
歌
壇
」
上
杉
翠
峰
羽
日
３
回
完
大
正
五
年
「雛訳劇の運命」仲木貞一
「芸術座の須磨子」清十
「
歌
壇
私
見
」
上
杉
翠
峰
５
日
５
回
完
「露国の親日運動」昇曙夢
「
奇
蹟
ノ
及
評
論
家
の
態
度
」
黒
潮
生
咀
日
２
回
完
「新作小説義理づくめ」篠原嶺葉５．２．７Ⅲ回完
「
子
規
忌
に
つ
い
て
」
武
藤
翠
雲
刈
日
完
「八百屋お七」細井柳之助
「沈黙と成長」石黒秀治羽日完
「女学雑誌『女王』創刊に就て」石田望天
「郷土文芸」小島彼誰
「鳥と浮気男」（短歌８首金子洋文
「烈女お三」講演斯波南嬰５．５．６伽回完
８７６
１８１３１１２１８９２１１４１３０
５
２８２４２１７
４
２ ３２
１９８４３０ノ２３１７１６１４
「労働の疲れ」（短歌、首大日向森郎
「子が句作境」内田彰鱗５日完
「
も
つ
れ
髪
」
和
田
天
華
６
．
ｍ
Ⅲ
回
完
「現代青年の悲哀」酔馬生
「我が宿世」（短歌週首遠藤桂風
「
黎
明
ご
大
内
暁
星
「思想と人格」中村月城
「悲哀のリズム」原田菱花
「現代青年の歓喜」俊男生
「解剖台」（短歌巫首）阿部たつを（４ｍにエッセイ）
「俳疑問」小野蕪子
詩「春の音」中村徳也
牧水先生と僕等（牧水、秋田を訪ふの記臺
「
女
助
六
」
講
演
斯
波
南
里
９
．
囮
伽
回
完
「村に帰りてＩ労働といふことＬ山野俊男
「
歌
壇
雑
感
」
柿
崎
洋
一
妬
日
完
詩「さぐらんばう」児玉花外
「厄年」細井柳之助（５．４に小品）
「批評の意義」石黒秀治（５由に小品）
「
二
歌
集
の
出
版
に
就
て
」
村
田
光
烈
２
日
完
「歌壇の三氏」石黒秀治
「
新
作
白
ば
ら
組
」
島
川
七
石
ｎ
．
別
別
回
完
「民族主義と本能生活」中村月城
「感激と瞳と」菅谷嘉寿夫
秋田劇場成る記事）
「短歌の選に就て」阿部たつを
『成長』を読む」石黒秀拾胆日完
「芸術の真生命」今野賢三
「雑誌「開拓』に共鳴す」船越生
四
○
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１
１ １２1１１０９８
２３１３３０２６１４１０９１２１２０１３１２９７１５１３２７４７６ ２
詩「或る時、断崖の上にて」山村暮鳥
「初雪根雪」小島かはたれ
詩「元旦」中村徳也
「新作講談弁天おきぬ」神田岳鱗３日完
「お正月物語」岩谷小波
「新作小説巳成金」江見火蔭５日完
「
俳
句
と
浮
世
絵
」
蝶
々
７
日
４
回
完
「生活難と生活苦」村田光烈
「
秋
田
の
文
壇
へ
」
石
黒
秀
治
咄
日
８
回
完
「遊蕩文学論」黒潮生
「
魁
歌
壇
月
評
」
阿
部
た
つ
を
肥
日
４
回
完
「伝説新話狸御殿」講演斯波南里６．２．７川回完
「歌集「教師の歌へる』出づ」花城
「魁歌壇月評」阿部たつを
「農村のファン、ド、シェクル」伊藤斗南
「政変と俳句と」小野賢
「舞踊詩に就いて」石井漠
「夕化粧」前田曙山６．２．型Ⅲ回完
ヨトルストイ論文選集』と私」西宮藤朝
「旅にて歌へる」（短歌ｎ首原田銀葉
「
魁
歌
壇
月
評
」
阿
部
た
つ
を
過
日
３
回
完
「歌集『教師の歌へる」雑感」湖峰生砠日完
「懐疑より信仰へ」笠原謙堂
「秋田音頭と幻想」児玉花外
「
魁
歌
壇
月
評
」
阿
部
た
つ
を
砠
日
３
回
完
「自然主義から」伊藤斗南
大
正
六
年
８
５２２１２
７６５４３
２１２８２１２０１１２１１８２６ノ
２
１１９２９２８２２２１１６〃2５１８ １４
「詩の庶民的傾向」白鳥省吾
「創造の苦悶」深沢夏水
「小さき盃」（短歌巧苣遠藤桂風
「
秋
田
文
壇
未
来
記
」
白
銀
蛇
Ⅳ
日
完
「宗教的生活と俳句的生活」松瀬青々
「『秋田文壇へ』の一沫」阿部たつを（１ｉにエッセイ）
「文芸の趨向と教育」小玉暁村
来朝せる卜氏記事）
「実話血達摩」場名舎桃李口演８．皿脇回完
「歌壇と自分」上杉翠峰
詩「銀月の盃」児玉花外
「宗教から教育へ」中村月城Ｔｉにエッセイ）
「俳句韻律私観」畠山林閃鳥
「南北と黙阿弥と新派劇」渋谷四郎
「
か
わ
か
ぬ
袖
」
篠
原
嶺
葉
９
．
７
Ⅲ
回
完
「武蔵野から」能登清十郎
「漱石先生のお墓へ」佐々重大郎
「
露
国
の
革
命
に
就
て
」
昇
曙
夢
氏
談
幼
日
完
「何処へ行くｌ自己革命者へＬ柿崎未成
「
海
と
俳
句
手
帖
」
錦
織
風
石
４
日
４
回
完
「『恐ろしき結婚」を読んで」竹山節夫
弓かへらぬ日』を読む」木下石之助
「社会勢力としての文学」笠原謙蔵羽日完
「主観の真満足」上杉寒緑
「
児
童
の
言
語
」
岩
谷
小
波
氏
談
４
日
３
回
完
「
俳
句
界
を
覗
い
て
」
碧
汀
生
３
日
完
「黒瞳詩社の言葉」安成一一郎
詩「故郷の幼児」白鳥省吾
日曜文芸短歌特集（全面）
四
一
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１２１１１０９
２３１３９２１８７６１１４７２５２３〃１６８
１
１
９７ ４３ 2６ノ
「夏日有情」（短歌加首遠藤桂風
「新作講談旗本権三」淡路呼潮７．３．Ⅳ伽回完
「新侠艶録」北島春石７．５．皿鯛回完
「滅び行く芸術」（短歌、亘寺野もりを
「理想主義より」中村徳也
「諸家と私見」謙堂郎
「露国の反政府熱」昇曙夢
「我が俳句の生命」臼田亜浪
「黎明の歌」中村月城
「
秋
田
人
の
言
葉
」
藤
田
豪
之
助
２
日
完
「農民の叫び」子吉の一農民
詩「二つの幸福」白鳥省吾
女
流
短
歌
特
集
筌
亜
ヨさすらひの唄』を歌って」長谷山俊彦
「芸術へ帰る心」石黒秀治（９．９エッセイ）
「「筆と鍬』の著者に」花城
「海潮音を聞きつ、」金呼子鳥
「遠雷」（短歌皿首遠藤桂風
詩「初日の出」松浦人参果
「民族と世界」中村月城
「冬は輝く」（短歌狙苣若山牧水
詩「元朝に」京野世枝子
戯曲「羽後国のある朝」上杉寒緑
「
漱
石
先
生
の
印
象
」
仲
木
貞
一
５
日
完
「窮りなく愛は奪ふ」五代儀男
「
眼
鏡
の
女
」
愛
水
生
咀
日
５
回
完
大
正
七
年
３２
３１２４１８１０２４１０３２９１９
７６５４
７３０〃９３２２６２１１３１１５１２８２１１９１４2８
「俳壇雑感」平川霞溪子
「和風先生に」丹涯生
「艫辺より」島崎藤村
「春寒の窓にて」石黒秀治
「幸福に思ふ女」永塚登仙
「春浅し」小島かはたれ（３．３に小品）
小
説
「
過
去
の
罪
」
姦
湖
生
訳
４
．
肥
弛
回
完
「虚栄語」藤田豪之助（３方に短歌８首）
詩「青き霧」柿崎慶一郎
「瀬の音」（短歌ｎ首）井上直枝
「田園よりの言葉」中村徳也（１．５に詩）
「伝説新話最合傘」講演斯波南望８・釦Ⅲ回完
詩「子供たちよ」簾内千夜路
詩「悪魔の密語」中村徳也
「狂一一一一口作者の地位」渋谷緑市３日３回完
「校庭の花」（短歌ｎ首遠藤桂風
「
潮
の
光
」
北
嶋
春
石
８
・
肥
Ⅲ
回
完
「
日
連
が
母
」
秋
風
姐
日
３
回
完
「
現
時
の
俳
句
壇
」
て
い
は
く
生
邪
日
７
回
完
「曲線の影」佐々木紫郎
「詰襟を脱いで」花城生
「
文
科
国
秋
田
」
愛
水
生
５
日
３
日
完
「脅曲な道」永塚登仙
「桜若葉」（短歌嘔苣遠藤桂風
。俺の心と』人と」大口冬路
「惰性の生活者」忍怒濤
「楓の若木」（短歌８首斎藤黒水
詩「酔興」桜川源三郎
「灰色の引力」八柳善太郎
四
一
一
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１０
１３６２９２２１５ 〃ヨ濁り江』劇」山の男
９
１
「
米
騒
動
の
意
義
」
馬
場
孤
蝶
〃「講談振袖三年」大河内翠．
８
「
非
主
義
芸
術
一
箕
輪
慎
一
一
一
１１
〃３
８
４
ノ２７２４２０１７ 2５２１１９１８１５１１８ ノ
「二人娘」遅塚麗水８・
「亡び行く人」止嚥撒岬緋
「濤声と自雀」今野賢三
「芸術家の芽」今野賢三
「わが恋人へ」村田光烈
「ふみゑ」京野よし子（７血に短歌）
「夏の想出」松井須麿子
「歌劇乞巧重」保坂銀蔵、日完
「
未
決
囚
」
小
島
か
は
た
れ
Ⅳ
日
３
回
完
「舞妓の印象」渡部ようし
「二人娘」遅塚麗水８．１．４Ｍ回完
「亡び行く人正璽鋺孵昨９．７Ⅲ回完
「講談振袖三年」大河内翠山８．２．１Ⅲ回完
「排主義芸術」箕輪慎三
「月光は語る」今野賢三
「土の香」（短歌ｎ首柿崎洋一
「秋風立つ頃」蹴草
「女の自覚」今野賢三
「自殺せる妹」（短歌、首伊藤利孝
「理解と愛」今野賢三
「同情と真生活」忍怒濤
「嵐の曲」（短歌ｎ首遠藤桂風
「「新しき村』の出現に就いて」村田光烈旧日完
「神と信仰と」吉谷徳太郎
「青年の軟文学中毒」松山重義
「月光の下に」井上洋風
「挿話の讃嘆」忍怒濤而・型にエッセイ）
「孤独から愛へｌイェィッＬひてはる抄訳、日２回完
「
白
銀
の
小
函
に
」
簾
内
千
夜
路
、
日
２
回
完
２
１２４１７
１
〃１
２
１０９８２１〃1４１１ ２９〃 1５５４２
「遠鳴潮」（短歌ｎ首佐々木紫朗
「心に浮んだ儘」木名瀬芙蓉
「平和」真島栄城
「
民
衆
と
芸
術
」
今
野
賢
三
８
日
２
回
完
「別る、妻へ」村田光烈
「心から生る事」伊藤彌太
「天を指しつ、」山野薮太郎（、ｉにラセィ）
「黄昏の曲」絵室歌之介
「真に生くる者の悲哀」村田光烈
「
卜
翁
と
東
洋
趣
味
」
山
本
春
野
３
日
３
回
完
「広業と百穂」児玉花外
「富士の麓より」（短歌Ⅲ亘島波かもめ
「故郷の人に告ぐ」伊藤銀月
「春宵漫筆」村松梢風
「山と溪との歌」（短歌、首若山牧水
「
中
央
歌
壇
の
県
人
」
葉
桜
時
二
６
日
３
回
完
「抱月の死と須磨子」中泉旭嶺
「底の響」東天紅４．昭Ⅲ回完
「
流
る
、
星
」
松
浦
人
参
果
田
日
３
回
完
「
沿
海
線
の
通
る
前
」
小
島
か
は
た
れ
皿
日
６
回
完
「
教
育
者
の
遺
書
」
相
沢
愛
水
虹
日
Ⅲ
回
完
「
県
内
文
芸
雑
誌
総
評
」
北
風
未
５
日
５
回
完
「新講談木津の勘助」田辺南麟７．６剛回完
「霜ばしら」阿部たつを
「教師の歌へる」（短歌週苣伊藤利孝
「
銀
座
街
頭
詩
」
ま
き
吉
Ｌ
日
２
回
完
大
正
八
年
四
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1０９８７６５４３２
６９１２６２０１５６５２９１７８４３〃１２６１４６２８１６１３４３２２５２４１２２１０
「
つ
き
ぬ
情
」
北
島
春
石
皿
．
、
、
回
完
詩「若い貌下」保坂銀蔵
「俳壇と新聞」島田五工
「春宵」（短歌追首）遠藤桂風（４血に短歌）
「豊竹呂昇」（短歌ｎ首石黒秀治（６．１に詩）
ヨ
銀
の
芽
」
を
読
む
」
小
島
か
は
た
れ
２
日
完
詩「五寸の生命」秋風
「苛薬のかげ」（短歌加亘遠藤桂風
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
こ
と
」
深
沢
夏
水
５
日
完
「
大
岡
政
談
天
一
坊
」
小
金
井
蘆
洲
血
・
血
側
回
完
「東京は踊ってる」今野賢三
「散りゆく魂」（短歌ｎ首）高杉露星
詩「松葉杖曳く女」福岡ざゆめ
「菜園の朝」伊藤彌太
「
フ
ル
１
シ
、
パ
１
ラ
ー
」
奈
良
環
之
助
肥
日
４
回
完
詩「朝の光」谷沢林之助
「身辺雑詠」（短歌砠苣畠山純一
「人恋ふる心」（短歌８首舟坂梨花
「桑の香」（短歌咀首井上直枝
「葡萄の露」（短歌巧亘遠藤桂風（８．２に短歌）
「殉農生活」梵華山人
「土の精」梵華山人
「兄を亡ひて」（短歌ｎ首中村徳也
「
ハ
マ
ン
と
其
の
絞
首
台
」
神
部
紅
二
応
日
４
回
完
「父の愛」（短歌叫苣渡部文筆
「民主主義と危険思想」吉野作造
「人生哀情多し」新愁生
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
個
人
主
義
」
岩
淵
甚
四
郎
４
日
完
「八年後の同級生」武塙三山
３２
１６１５５２８２７１３９７６４２９２０１８１６１４７ノ
１
４２１
１２１１
２３１２１１１１１３
詩「ポプラと人」児玉花外
「
日
本
文
学
史
上
に
於
け
る
俳
文
学
の
位
置
」
鷲
尾
義
直
３
日
完
「冬の歌」（短歌ｎ首）若山牧水
小
説
「
帯
封
」
小
島
か
は
た
れ
６
日
３
回
完
小説「頬白の唄」松浦人参果８日完
「泰皮」童謡７編）上杉寒緑
「歌留多遊び」四斧生
「
文
化
運
動
と
秋
田
」
花
城
生
別
日
３
回
完
詩「握手と接吻を忘れてゐた」真島栄城
「
鬘
自
慢
の
巴
里
の
女
」
島
崎
藤
村
談
２
．
１
２
回
完
「
解
放
さ
れ
た
文
壇
」
今
野
賢
三
８
日
６
回
完
「最近婦人の運動」与謝野晶子氏談
詩「新文学の出現」児玉花外
詩「はてしない夕闇の中に」原田柳子
「
散
り
行
く
花
」
山
田
松
琴
６
．
羽
町
回
完
詩「雪原を行て」金子夕二
「
真
実
の
意
味
の
新
し
い
女
と
は
」
有
嶋
武
郎
別
日
完
詩「唯一の問」与謝野晶子
「
男
女
平
等
な
る
普
通
選
挙
た
れ
」
与
謝
野
晶
子
阻
日
完
詩「雪の夜」金子夕二
「暮れ行く路」遠藤柳雨９．２．ｍⅢ回完
「
超
越
と
豚
」
相
沢
愛
７
日
７
回
完
詩「露国歌劇を観る」保坂銀蔵
「口語文へ」伊藤生
「
口
語
ペ
ン
書
の
運
動
を
し
て
」
鯨
岡
黒
潮
３
日
３
回
完
「
幡
随
院
長
兵
衛
」
桃
川
如
燕
９
．
４
．
妬
〃
回
完
大
正
九
年
四
四
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１１１０
１８〃１４２４１４１１２３０２７２５２４
８７６５４
２０３１１２１１５４２３０２１２９１１９５４１２７６
「オ１デコロンの香」柏屋つゆを６日完
童話「人と石」山路静子
童
話
「
デ
モ
ッ
ク
国
」
橘
秀
子
Ⅲ
日
３
回
完
「婦人と政治思想」与謝野晶子
「父」（短歌砠首）中村徳也（１．４疽に短歌）
「
若
菜
や
小
春
」
大
河
内
翠
山
稿
Ⅲ
．
１
．
，
川
回
完
「句行脚」安藤歯舟閲日完
「二つの心」松井善四郎加日完
「俳人一茶を想ひて」黙々（２．２にエッセイ）
「秋田の文壇」大淵漂葉
「
初
秋
の
便
り
ｌ
有
島
武
郎
様
Ｌ
今
野
賢
三
５
日
３
回
完
童
話
「
白
鳥
の
使
者
」
真
壁
光
子
幻
日
５
回
完
文化運動の必要（記事）
「
嵐
の
曲
」
篠
原
湘
川
、
．
３
．
Ⅲ
剛
回
完
「芸術的俳句の価値なき『つずき会』の句」谷野卯之吉
詩「夜曲」磯川潤子（ｕ・皿に詩、９・空９．羽、、・３にエッセイ）
「短歌私一一一一巳梅戸善助四日完
「
或
男
の
手
紙
」
芽
室
蘭
星
７
日
完
「侠客嵐山花五郎」真龍斎貞山８．羽
詩三点の光明」福岡ざゆめ
「
生
の
悩
み
」
禾
城
生
７
日
３
回
完
詩「冷たい灯火」渡辺文筆
「五月の都」金子洋文
「自己をたづねて」忍怒濤肥日８百
「芸術雑感」伊藤栄之助
「
童
話
あ
は
て
爺
さ
ん
」
橘
秀
子
泌
日
ｑ
「
若
葉
の
家
」
中
村
兵
衛
ｎ
．
皿
朋
回
完
「
は
な
れ
ゆ
く
魂
」
磯
川
潤
子
４
日
３
百
「パルチザンの正体」昇曙夢５日完 １１５２３回日
に＝ﾆ
ﾌ[。ｑ
３
回
完
８
回
完
３
回
完 皿回
完
３２
９５４２２２０１９１４７１２３１４〃３２
１
ノ１
１２
２６１３１１８５２２ノ 〃２０
「古白と子規」後藤宙外
「山見れば」（短歌ｎ首）遠藤桂風
詩「赤コンロ」児玉花外
「富士と千本松原」（短歌咀首若山牧水
「生命力としての第一念」鈴木木人
「似顔」国安桂水
「
毛
谷
村
豪
勇
伝
」
小
金
井
蘆
淋
７
．
４
Ⅲ
回
完
「
田
舎
新
聞
記
者
の
手
記
」
中
川
化
生
朋
日
２
回
完
童
話
「
桜
姫
と
楓
姫
」
橘
秀
子
５
日
５
回
完
童話「鳥の言葉」村木緑葉
「
芸
術
と
人
生
」
山
岸
光
宣
巧
日
完
「
未
明
氏
を
訪
ふ
」
小
島
か
は
た
れ
加
日
完
「『ノア』の洪水Ｉストライキに就てＪ鈴木生
「演劇の民衆化」笹川臨風
「『種蒔く人』に就てⅡ新しい農夫の群Ｌ今野賢三５日完
「『蹄音」を評すＩ小嶋かはたれ氏のＬ伊藤栄之助６日完
「
泣
か
ぬ
男
」
松
浦
人
参
果
田
日
４
回
完
「
芸
術
界
の
悪
風
潮
」
牧
野
義
雄
Ⅲ
日
完
「
幸
を
求
め
て
」
中
村
秋
風
皿
日
３
回
完
詩「狩野芳崖」児玉花外
「
虚
偽
か
自
然
か
」
阿
曽
村
秀
一
路
日
完
弓迷へる魂」を読む」柿崎洋一
「
復
活
の
研
究
」
今
野
賢
三
ｎ
日
３
回
完
創
作
「
教
育
Ｃ
Ｇ
Ｔ
生
Ⅲ
日
３
回
完
「私の考へる『小説とは芒中村秋風
「『蹄音」の著者に」石黒秀治剖日３回完
大
正
十
年
四五
『秋田魁新報」文芸関係記事年表稿（大正篇・上）森英 2１５
６５
７５４３１３０２６１０９７６２１２９２４〃２３２２２１
４３
１２１１６３２２２１１３1３
詩「或る教師に」花城
「自分の宗教と芸術」武者小路実篤
「
不
知
火
」
泉
斜
汀
皿
・
１
Ｍ
回
完
童
話
「
燈
台
守
」
橘
秀
子
７
日
５
回
完
「
社
会
改
造
と
女
性
」
山
田
わ
か
８
日
３
回
完
「自力と他力に就て」武者小路実篤
「童話の成因に就て」秋田雨雀
「アンデルゼンの生ひ立ち」楠山正雄
「佛蘭西文学の色彩」吉江孤雁
「手に唾して立つ可し」生田春月
「文化主義の宣伝」長谷川天溪
「新童話に就ての一考察」小野小峡
二
人
の
人
の
為
に
」
有
嶋
武
郎
妬
日
３
回
完
文壇風聞録（花袋、芥川のこと）
文壇風聞録（京村、泰三のこと）
「
芸
術
の
新
傾
向
」
金
子
馬
治
釦
日
完
「生活を鼓舞する芸術」与謝野晶子
詩「或る晩、星」千家元麿
「リアリズムに就て」阿部次郎
「民衆芸術の価値」吉江孤雁
「他の生活を邪魔しない安心の境地とは」武者小路実篤
「花のふるさとへ」（短歌ｎ首鷲尾よし子
「現代の結婚制度からＩ妻の悩みは生まるＬ有嶋武郎
「
芸
術
の
為
に
」
三
枝
銀
葉
６
．
１
３
回
完
「新しき村の精神」茂木生
「
悩
し
き
祭
日
の
夜
」
満
紗
九
８
日
５
回
完
「きりのはな」（短歌ｎ首佐々木蕗村
「当来の芸術」加藤一夫
「
彼
と
私
」
忍
怒
濤
旧
日
、
回
完
１１１０９８７
１９〃１８１７９３１２３１７９３２２２１６１５７２８２１１９４５４２８２４２０１３１１９ ８
「焔の中」（短歌躯苣磯川潤子
童
話
「
金
魚
は
ど
こ
へ
行
っ
た
」
山
室
よ
し
を
咀
日
５
回
完
「サラリア１トとプロレタリアート」三浦辻郎、日完
「新詩投稿者に」斎藤桂三
「私といふ男」今野賢三
「
連
句
雑
感
」
黙
々
〃
日
４
回
完
詩「地球よ、爆発してくれノ・」小松半五郎
「農村の社会主義化」村山旭南
「和泉屋治郎吉」小金井蘆洲ｎ．３．１脚回完
童話「其後の兎」蔦雨５日完
「詩人の講演ｌ秋田雨雀氏の来港Ｌ金子洋文
ヨ種蒔く人」の再現」小牧近江
童
話
「
汽
車
と
自
動
車
の
話
」
橘
秀
子
９
．
２
５
回
完
土
崎
青
年
の
新
劇
試
演
記
事
）
「二科の素通り」小牧近江
「
人
間
愛
の
意
義
」
平
塚
雷
鳥
旧
日
２
回
完
「
新
劇
試
演
を
了
へ
て
」
今
野
賢
三
ｎ
ｉ
５
回
完
「涙日記」岡本霊泉ｎ．３．路Ⅲ回完
童話「女神と真赤な花」水野光一４日完
「自我本位者「彼について』」笹島秀雄砠日６回完
「詩集『青蛙に黙祷する』」金子夕二
「弟Ｉ種蒔けぬ人となって」小牧近江
「
自
分
の
言
葉
」
鈴
木
木
人
３
日
３
回
完
「
機
械
」
中
川
化
生
９
日
７
回
完
「自分自身の鞭」大久保哲之助皿日完
「趣味としての写真」三宅克己
「
文
芸
と
教
育
」
鈴
木
木
人
四
日
完
「情にみちた佐藤章君」中村徳也
「光り見ゆ燃ゆる精神」今野賢三
四
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１２１１
２３１８５４２４
「無風帯の県文壇」痩々如鶴
「雑感」金子洋文
「子家鴨の死」金作之助
「混沌」小島かはたれ（２血エッセイ）
「自然の中に」今野賢三
（昭和五十六年四月三十日受理）
四七
